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はじめに

アブラムシ （アリマキ）は分賀！？：卜．半遡LIアブラムシ科に属する小毘!.llで、非常に多く

の栂知が知られている。｜｜本で、これまでにl記録されているアブラムシは約700極といわれ

るが、今後押j査が進めばおそらく 1,000極近くに述するものと思われる。特にその中でI~作

物に得生するJ~$｝i-!.llにあたる積矧も多く、198純 （山林害虫f1雛、 1980） におよんでいる。

なお、俗にアブラムシと呼ばれるものに、復11¥I、台所などにi'l'1没するゴキブリ U!lJ!:l.!l

がある。これは全くの別樋で直遡llに属する見出である。

アブラムシは各組股作物に寄生して汁液をl敗J~IJII害するばかりでなく、 ！！！；を巻いたり、

あるいは委縮させたりするため、その生育をそ押し、品質低卜ーや収量減をHlく。このよう

な直政被古のほか、 ：次的にすす1ムJI泊ーを~延させ、また、野xや花きなどではウイルス病

を媒介するなど、その被害は極めて人ーきいものがあるc

アブラムシは一般に体が小さ L、ばかりでなく、 ｝.＇iJ年経過のij1で時期的に幾つかの生t即日

（モルフ） が出現し、また、季節によって定期的に待主柚物をかえる、いわゆる寄主転換

を行う積額がある。さらに寄生柄物が大変広範にわたる額知もみられる。したがって、そ

の生活史 （生態を含めて）も担雑で、障の見分け方を含めて、なかなか底解しにくい昆!.ll

群のーっとなっている。

従米、アブラムシMiは股作物害虫の中では比較的防除しやすい弱小害虫として扱われて

きた。 しかし、最近では良薬事’~11iiなどをも反映して、むしろ防除に手をやく作布となって

きている。本県ーでも、 lljq利40年代後半から終極の有機りん系殺虫剤に感受性の低下してい

るそモアカアブラムシの発生が認められ、問題悦されるようになった。その後ワタアブラ

ムシなどでも同様の現象が確認されている。特にll{j干1161・62'.if'.には県内全域において符価

出作物でアブラムシ矧が多発し、その防除に苦慮したところである。

このような現況をふまえて、このたび、県内でJ.::l作物を｝Jll:tfする主要アブラムシの形態

や発生消長をはじめとして、防除のポイントなどを簡明にとりまとめ、現場で直接防除に

あたられる方々のための手引告を作成することとした。とりわけ、アブラムシについては

記述のみでは十分に思解しにくい点が多々あるので、カラー写真や図なども多数加えるこ

とにより、 一層利川しやすいものとする工夫をしたつもりである。

この小lllt子が、今後のアブラムシ頼防除対策行｛：進の上で、 一助になれば幸である。



アブラムシの

形態
アプラムシ（アリマキ）はその生ral"imのなかでいくつか

の生柄引（モルフ）が1'l'il>lする。たとえば、晩秋にl:t.Pf.卵

性雌!.Jiや!JF.!.lt、作に！;t.，；呼l昔、そして作カ・ら秋に多〈はら

れるイJ也、 ：I！＇.~担の）Jf1~t雌!.l！などが良〈知 られている

これらのうち、アブラムシの聞の議日l]!;t.イi担、無担)Jfi'I:.

JJUt出によるJ劫介が多いので、ここには耐明の外部形態ぞ

ぷす《

無麹胎生雌虫（背面）の各部名称

7制 u

11 

21 
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l：額街in1111央突起.2・靭1錨.3：後限.4 : I波書ii.5 : iiif胸.6 : 
中絢.7：後胸.（］）～1si. n割高II~~節. 8 : flj~犬管 9 : I己片 JO：鮒

節祭 lffi. 11 ：側節貫~ 2 節. 12: 11¥. 13：腹筋.14：腿節.15：触fIJ
第二次感党イL(ないことが多L、）. 16：触111第一次感党孔

有遡胎生雌虫

1 : 1llf1jljl!U!. 2 : &1街． 3 : IJl4方ljilUL 4：傾倒t 5：眼書留． 6 : 
1iif胸体側決起.1 : uir胸1'i板. 8 ：中胸側~. 9 : 1J、断板.10：後胸．

I l：鵬首F気！”1.12 : nil~体側突起. 13: flJ状符.14 : I己鮫.1s:1a,・. 
16：第二次感覚孔.17：第一次感覚孔. 18 ：触戸I~鎚節J去古事. 19：触

角本消節先端古都.20：趨鈎.co: i到fh＼脈. st ：也~. $C; <ll[1jiJb＼’it 
rs : 1世分脈， mg～m s叫： rt1’iLcu：肘脈. la: l'-1脈.(1 1～（6）：触flJ
各~節lftf}

アブラムシ類の分類一覧

I分類 袋l I例］
・フィロキセラ科…..........・0 ・…・・・・・……・ブドウネアブラムシ（フィロキセラ）

クリイガアブラムシ

．カサアブラムシ科....・H ・－…“・ー……・…・エゾマツカサアブラムシ

・タマワタムシ科
ワタムシ亙科・…....・M ・...…・…・…・……・・リンゴワタムシ、オカボノクロアブラムシ
タマワタムシ亙科…....・H ・－ …………・・ナシハマキワタムシ

・チチュウワタムシ歪科…........................サトウキピネワタムシ
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生活史
アブラムシの生活史は桜維である。季節によ って’'.(.j:t:: 
M物を変える将（J:J盟主、年中 Ii•）じ柚物ま たは！日l じ系統

の陥物だけに＇{.f生する非移（I:1＼！！がある。

1 .寄主転換

(1) 移住型： 冬季に寄生する刷物（主若干jニ刷物）と春

から秋にかけて’'.(.j:生する制物（中！日1¥.t主制物）とは

随物分知学 i：述紛のものが多〈、 主寄！：：卜．では両

ttl™体カ~ll11現し有t'J:生舶がおこなわれる 小11¥J'.(.j:

主では胎生生舶がくりかえされる。

(2）非移住型： ifljr同じ拙物または同じ系統のt11'j物に

寄生し、＊節によって得・Hi;;換をおこなわない。

filtlt'I:個体はその帯主拙物において出現する。

2.生活環

秋に向性間体カ：1111現し、越冬卵を沌ーみ卵で越冬するJ易

モモアカアブラムシの生活環 右円t;t不完全生活環を示す。（河回.1987)

l分類表l I例l
．アブラムシ科

合を完全生前IJ;'.lといい、両ti:＂刷本 lま11'1現しないでllf；生
雌!llのままで越冬する場合を不完全快活環という

(1）完全生活環型

冬冷：中山1'j物 ur市主Ni物）で・JJl・J態越冬し、作に卯

からふ化した1;iiりあるいはその件付から応まれた

H母体がイI週j出をj治生する。このイI担!llカ：u待：呈植

物（『1'11¥J得 uに移住し、そこで無担j虫をllfi生し秋

まで繁舶をくりかえす。秋にIi.冬1.1：主に卵ぞ産む

雌と雄ヵ：r'l',J3lし、卵生di監は交16して、冬得 l：： に越

冬卯を11¥.JJl・lする。

(2）不完全生活環型

同性個体は1111 .fJl しないでl治生雌!l~のままで越冬す

る。アブラムシIi.完全生活卯が一般的であるが、

生息に好適な抑境下（地域）では同じ踊知であって

も不完全な生活環を営む師が多い。

ニセダイコンアブラムシの生活環 右円は不完全生活環を示す。
（宍］図.1987)

・オオアブラムシ歪科・・・・・・…・・・・・・・ クリオオアブラムシ、ナシミドリオオアブラムシ
・ケアブラムシ重科…・…・...................……ヤナギケアブラムシ
・マダラアブーラムシ亙科・－……・・…ーケヤキヒゲマダラアブラムシ
・アブラムシ亙科
0ヒゲナガアブラムシ篠….....・H ・－－－……・・ジャガイモヒゲナガアブラムシ、ゴボウヒゲナガアブラムシ

ダイコンアブラムシ、モモアカアブラムシ、カワリコブアブラムシ
0アブラムシ族

アブラムシ上属……....・M ・－……ー・・・・ユキヤナギアブラムシ、ワタアブラムシ、 マメアブラムシ
クビレアブラムシ上属…....・M ・－……モモコフキアブラムシ、ナシノアブラムシ

・ケブカアブラムシ歪科－－－－…・・・・…－クワナケプカアブラムシ
・ムレアブラムシ亙科……・…....・H・－………オカボノキパラアブラムシ
・ヒラタアブラムシ豆科…・……………・サトウキピコナフキツノアブラムシ
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防除
アブラムシの他店は、作物の汁江主l吸汁ーによる生育m刀

と、その111：せつ物に先生するすす叫による尚M1f1踊f1i'i:の

低下な どがあるが、それ以上に需要なのはウイルス1,i,)

の媒介者としての役；irnが大きく、その被川111女命的に

なる。 したがって、アブラムシ防除の｜｜的は、直J表的

被：与を防止するための市ソL'i州立の低下を｜χ｜る ニとと、

ウイルス1~.） を｜リJ ぐための｜リii徐対策を訓ずることが人ー切

になる 。 アブラムシのµjjj::r~~苅1] は~l''ii~ に多〈、剤 1＼＇.！ も

さまざまであるので、作物ごとの適川il主張｛と安全使川

J，~ ~~｛~、使川法、 ：，（などに ¥1：悲して使川する 。

1 .基本的な防除対策

(1) アブラムシの防除

。抵抗t'l:1'11'1附の利Ill。＠作物の適正なII巴出管理。

＠干！付：＿tifj物 （越冬、反）の除去。 。薬剤による削除

（同一～地剤の述用をJl!i’ける ）。

(2) ウイルス病防除

。f.！.；~ilfi(j\1’i物の除去（椛病植物、山主 fti'i物など ）。

@ f.！.； ~t,誌の逃ltfr （~!lUiH•fi U1'iの使問、フィルムマル

チや1:1~1:.~作物lによる JI刊と防止など ） @41妨 げ｜：、免

1支fU11

2.主要作物の防除対策

( 1) 普通作物（ムギ類、マメ類）

。ムギf.1（ではアブラムシの発生が少ないので特に

！リj除対策を講ずる必~はない。

＠ダイズおよびアス・キで11ウイルス病μjj除にlU!.'.i.

をii'r'.＜。ウイルス州は伺 ff.！.；染し、純f伝染株

からアブラムシによ ってi住金株 にf.！.；燃する。 し

たがっ て、~！＼~1,ii極了の使Ill 、 .JJ.~tic tt .~.·.純の｛判、1・

け（ダイズではスズユタカなど）、；＇u誌の過川を

避ける、ウイルスwu，~株の早期抜き取り、：）；！：：月lj

によるアブラムシの削除（崎紐＂＂＼＇の ｜二I泉純茶、先

生JUIのli!<・fti)などの削除対策をとる。

(2） 葉菜類

＠ハクサイではl吸汁；ii- とウイルス11~ が発生するの

で、抵抗’l'I:品極の11・f,j・け、適期捕崎、捕開または

定Mt時のト．壊施薬、発生初期からの梨市1）による

防除、ウイルス椛病株の除去をする。

＠キャベツ、カリフラワ一、プロッコリーでは、 l倣

汁刀とウイルス11りが先生するので、 1'i'ilぷおよび

本畑の感染を防ぐ、定植時の上I泉純楽、アブラム

シ発生JYJの薬剤散イIi、椛病株を除ょする。
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＠ホウレンソウ、 シュンギクではl倣汁'2i-とウイルス

糾が発生するので、幼t'i'iJYIカ・らの薬汽1Jnx11i、ウイ

ルスの二次感染を｜リj(、、ため椛州事~ を除去する。

(3) 果菜類

。キュウリでは附汁；ii-防止のために定植IL＼＇・の UJ~

Jft!!弟、発生初JYlからの削除が大切である。先生

するウイルスおよびlぷ染方法はそれぞれ民なる

が、CMVおよびWMVl1主としてアプラムンに

よってl点．介される。ときには、摘心や誘づ｜などの

作業．のH寺に子指やハサミる：どでも伝染すること

があるので、州気にかかった株にさわった場合

11イl鹸で＇fやハサミを洗う。その他には、1'1'iへの

（ アプラムシ ） 11u·~防止、初「：高~お~の平均Hu き lfll り

などを行う 。

＠ トマトではl以汁刀11比較的少ないが、ウイルス

によるモザイク1，·，＝ ~xや萎新ili'1~・1犬、糸ft：などの，＇，j·

j彩化などの諸1；，：：状が発生する。CMVはアブラム

シによって媒介されるので、キュウリとl1iJじよ

うな対策を，＼／~ずる 。

＠ ナスでは、l倣汁刀 とウイルス叫が発生するので

1'Mぷへの （ アプラムシ ）飛米防止、定植時の UJ~

施菜、散布汚1］によるアプラムシの｜切除、 wrc有均株
をできるだけいく抜き取る。

(4) 根菜類

。 ダイコンで、lHJ11'11iカ・らアプラムゾが寄生し！；；i納

するので、船舶叫の土壌施薬、発生初則からlリj
｜徐を行う 。ウイ Jレス病の！リii徐ミ対策は、 J法わ＇L'l't,' 
柿の作｛‘lけ、適JYJ./I前極、アプラムシの防除、ウ

イルス権柄株の除去など。

＠ コーポウ、ニンジンでは発生初JUIから防除する。コマ

ポウでは萎紛i11liが、 ニンジンではニンジン＆化

州がアフ’ラムシによって煤介される。特にゴボ

ウでは初期H§~による被引が大きいので注意す

る必裂がある。

＠ネギで11通lit\~の泣い、場所でアブラムシの発生が

多くなるので、発生初期から削除する。萎縮病

名~は早〈抜き取る 。

(5) ジャガイモ

ジ－＼＂ガイモでは、アブラムシの l倣汁筈よりウイル

スによる被害が大きいので、次の対策を講ずるこ

とが大切である。 1！＼~病組子 をf-11 t、る、植（、lIt時の

土岐施袋、ノラ生えいもの早期除去、ウイルス躍



hi4株の除去、 1ljj対三rn1からのアブラムシのliJiVi＜、タ

バコとの！線機J主的を避ける。

(6) タバコ
タバコでは、アブラムシの煤介によるウイルス耐

の被刀が人； tit、。従米から発生がみられていたタ

ノfコキュウリモザイク州とタノfコ I有~Eえそ 11~ が発

生する 。 タバコ＆ttl えそ 11ii は II（｛手11 58年ti=iから 7t~t

しはじめ、その後LH，~ I；一円に発生している。 ア

ブラムシはジャガイモに得生する踊mと共通する

ので次の対策をとる。fl'1'1'iへの（アブラムシ）11U<・
~Ji ， ，て、定納1)fj の i:J災胞柴、発生朋の薬剤散布、しか

しタバコでは過！立のt第六lj散布は品質を低下させる

ので緋何i的防除守主体とする。

(7）花き類

イときmにおいて 6合的のウイルスを媒介するので

)ti~：. に jl：.＇むしていめに liJWr;する。イとき官！はIJM1とWI
などの都庁111世イIiは梨刀が先生しやすいのでjj：立す

る。

(8）果樹

＠休眠期の防除

月」樹’合：生アブラムシ Li、手キ樹極とも~＇のi、l近に。l・l態で越冬しているものが多い。 したがって、

休眠IVIの機械語l1:fL剤の散布が有効である。特に

そそのそそアカアブラムシは有機りん系殺虫剤へ

の感受十｜；が低下しており、モモの生育期のiリj除 が

｜本！維なので、休｜似JV！の｜リj除制IJiJJ行したL、。なお

薬：i；. の先＇l~Iリi11: I；、必ず売れ）fjに散布するニと。

＠生育期の防除

樹 l；でp越冬するアブラムシ知l立、他の’奇主で組

冬する移行：tt アブラムシより＊樹での寄生IJll~ii-
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ヵ:i ,1. い。 したカtって 、 民 ~J例頃に有機りん殺虫剤

を｛技術するとともに、落花直後にはパミドチオ

ン剤（キルパール液剤）を散布する。6I l以降は

作.fifi,f刻Htのアブラムシる多くなるので、 ESP所lj

（エストックス礼庁11)、エチオフェンカルプ剤（ア

リルメー卜乳剤）および有機りん庁11などを＇ 1＇・めに

1＇＼~イIiするようううめる 。

＠難防除アブラムシの対策

J-Jl (1：、各伺アブラムシ賢！のなかで、その｜リii徐に

,'1','I;位しているF’1l'Difiはそそのモモアカアプラムシ、

ナシのワタアプラムシおよびまれに発生が比ら

れるリンコタのリンゴ‘ミドリアブラムシである

モモのモモアカアブラムシ：カ イガラムシ賀！や

J、ダニff［の防｜徐を状ねて機械ill！乳剤95 25 ff¥・ 

i伎をl枚f1iする。生ti判！にはエチオフェンカルプ

点，， （アリルメー卜手LfirJl. ooo f奇）、 DDVP・ホサ

ロン汽1]（ランベック乳剤l,OOOfi｝）およびNAC庁lj

!JI I川有機りん六1］などを散命する。

ナシのワタアブラムシ： 5If I、イ1）以降、 i流階ニ

コチン800倍、DDVP・ホサロン庁if（ランベック

礼所IJl,000伯）および：NAC月1JIJll川イi機りん庁1）な

ども~nxイIiする 。

リンゴのリンゴミドリアブラムシ： 本県ではまだ

午（1J.i柿とはなっていないがリンゴでまれに必

められるニとがある。発生をみたらエチオフ

ェンカルブ剤（アリルメート水平日制600（庁）や

NAC剤加川有機りん剤創設；｛fjする。

なお、合成ピレスロイド剤Li？寺町！アブラムシに

側めて殺!.ll先｝j栄が肖L、。しかし蚕，：；：ゃ.（（1,，：~が強

L 、ことから、オー；Y；~ で！J:f'史問可能地域が折定され

ているので、使間に当っては卜分ii＝，むする



殺虫剤抵抗性

1 .県内における殺虫剤感受性低下の実態

本県のそそでは1171.平fl47"F－頃からパミ ドチオン剤 （キル

ノfール） やCYAP庁lj（サイアノックス）など、有機りん

系殺虫剤lの効以が不十分なアブラムシが現れ問題とな

りだした。このアブラムシは、当II寺ウメコプアブラムシ

と判断されていたが、 ll~l 手1151年にモモアカアブラムシ

と｜口l定され、防｜徐対策ーの検討が本絡的に開始された。

昭和48 "F－に lH.~病刀~~Jil徐基準に ESP剤（エス トック

ス）が採Illされ、当時はそれなりの成果をおさめていた。

しかし、 II（｛利50年代前半にはESP剤の効果も劣るよう

になり、モモアカアブラムシの防除対策に苦l昔、す るよ

うになった。昭和54～551f－には有機りん系殺虫剤抵抗

性モモアカアプラムシの防除対策としてNAC剤（デナ

ホン）と有綴りん系殺虫剤を混同散布すると卓却Jのある

こと がlりlらかにされ、昭和56年には普及化された。llt{

ヰ11591「・にはエチオフェンカルフ守1J（アリルメート）、 ll?l

和J62iドにはDDVP・ホサロン斉lj（ランペック）が有効で

あることが縦認され、それぞれ県病古虫防除基準に採

fl] ~れ将及に移されたe それとともにESP剤はそそア

カアプラムシのIVi除J'iljとしては姿を消した。

しかし近年は、これらの新しい殺虫剤にも感受性の低

下したそそアカアブラムシが/l'i現しており、早急に新

鋭化合物のIJM~ カrqi まれていると ころである 。

ワタアブラムシはl昭和156年頃から浜通りや中通りのナ

シ｜剖やリンゴ＂h'llで寄生が認められるようになった。従

来 !j，野菜の重！~樋として知られていたが、＊樹には’~

生が認められておらず、なせ’梨樹へ寄生するようにな

ったかはlり1らかでなL、。本邸は発生当初より有機りん

系殺虫剤に対する感受1"1:：が低〈、そそアカアブラムシ

と同級、防｜徐対策（こ f;:I.~ましている 。

なお、野当n:ttについては、特にキュウリに寄生するア

プラムシtriではII（｛利5l1F頃から感受性低下の兆しがみ

られるようになり、 llfl 平1155:!'1~頃には一部の地域におい

て感受性のfl~ 卜．がlりl らかになった。

昭和60"Fのワタアプラムシに対する主な薬剤の防｜徐効

率は、マラソン剤、ホサロン汚lj （ルビトックス）では

胴体m~1HJの変］＇~＇＇＇ が大きく、 －:illの間体群ではl~j らカ・
に i!~抗十I： が発迷している。 その他のMEP剤（スミチオ

ン）、 ESPJ'i1J （エストックス） においても感受1tfl~下

の間体lt'fカr,wめられた （｜χl参nm。また、モモアカアブ

ラムシについて も！日lじような傾向が認められている。
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ワタアブラムシに対する数種薬剤の防除効率（1985)
u日内10地点の平均値・原地偏差）

アブラムシの防除が薬剤による淘汰を基本とする限り

どんな議剤にも必ず抵抗性は発達すると L、う原点に立

って、柴汚ljの迎用を避け、混合剤とのローテーションを

はかり、 J抵抗1'I:の発達、拡大を抑制することが亜裂で

ある。

2.抵抗性のメカニズム

抵抗ttとは、昆虫の正常な集団の大多数を殺す薬litに

対して耐える能力が、その系統に発達したこと としてい

る（世界保健機構、 1958）。抵抗性の発迷Lt、昆虫の集

問の中には殺虫剤の使用とは無関係に強い間体が存花

しており、これが殺虫剤の使用で生き伎り集団とし強

くなるという，)fj適応説と、殺虫剤が淘汰作用として働

くことは同じであるが、それ以前に殺虫剤が突然変異

物質として働くとする後適応説がある。現在では、抵

抗性発達の原因は前適応、説であるとされている。

抵抗ti：には、祢j汰薬剤（連用）に対してだIt抵抗ti：を示
す lji_ー抵抗tU: 、同一薬剤で毘虫を累代淘汰 （~）~~） し

たとき他の殺虫剤にもJ抵抗性が発達してくる交x：＋財布
1'I:ーがあ り、この場介は同一系統の薬剤相互11¥J、見なった

薬剤材m1n1におこることもある。 また、被作抵抗tl:l.t.
2間以上の薬斉1Jで以代淘汰（述用）したとき、これらの

殺虫剤に共に抵抗性が発達する現象で、 2極以上の｜刻

述のない紙抗性の型が共存しその様相も抱雑である。

さらに、 A薬汚1］に対して抵抗性が発達すると、 B薬剤に

たいして感受性カr.l¥"l大する現象を負相関交差低抗ti：と
よぴ、分如、定義されている。
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殺虫剤の作用機械は抱維な多〈のlff-fによ って支配さ

れ、これらの因子（j.互いに｜剣述して作fHすること が多

〈、税虫剤が施用されてから作用点に到述するまでの

縦断は「表」に示したとおりであ り、そのrlげ｜：の＇I：思！学

的機仰は(1）薬剤の体内への透過性。（2）薬剤の僻心分解

代謝および活性化代謝。（3）薬剤の組織へのみ制および

体外への排せつe(4)11：川点への透過ti：。（5）作川点への

が作川および作用点への攻常にと 6なう 2次的作川に

わけられ、体内に侵入した柴点1Jは作用J点にfl］述するま

でに間性化と代謝を受ける。

M止l における殺虫剤の代謝の），~本線式は、般化、還元、

加水分解、抱合によ って解ぷ分解する。 したがって、

ニれら代謝酔素の質的あるいはほ的な泣いがぶtt；去・現
に大きく ；＊3押し、その強制がJ抵抗t'I：あるいは感受性と

なって現れる。

モモアカアプラムシの殺虫剤抵抗性の機桝として、臨々

な'.ililklが指摘されているが、そのうち薬剤分解併京エ

ステラ一七：・E4（有機般エステルを分解するアリエステラ

ーゼは、ゲル電気泳！WJ によ っ て、 7 本の泳動，：1~ に分離

されるが、抵抗性に｜対する iA＜動，n~ はE4 である 。 ） の活

性m大が、主要抵抗性lklfのーっとして縦.1d；されてい

る。 この成分は有機りん剤、カーパメート剤、ピレ

スロイドを加水分解し、さらに薬物と結子干しその有効

成分の体内浪J交を下げるニとにより、 f1.:Ill ！.~（を保越する

泌物結介タンパク'f（としての作用のあることが191らか

にされている。

アブラムシの増殖力

後触剤の表作用過程（11J崎.fa;締‘ 1958)

j主 l~f 十J 透 J主！内 -11¥: 抗

体内低抗

fl; Ill !!.( 1；リ

i1;n1J.'1の感受性

機能か ＜t.l ・ '11 ,:i;i,i；状

Eコロ

凹仁，, (1976）はモモアカアブラムシをj泣適条件下で飼育して、 IP日の!I合生

雌虫はi~i'.i まれてか ら 7 日 で成!l＼ になり 、 11i: II 7～10慌の幼虫を20～30II 涼み

続！？、 1か）jは生存すると行｛；定している。

アブラムシの増殖力は概めて旺盛で短期l::Jのうちに急激に泡度が刈まり、

作物にも大きな被害を勺・えることはしばしば経験することである。これはア

ブラムシがj｛＇）舶に最も適した生活様式がとられており 、1年の生前の大部分

のj倒的！にわたって雌のみの社会が附成され、P在まれてくる子は成長が＇1'・ ＜短

期間て、成熟雌に発育 し 、 さらにfl~！々 の雌は;i'f,. -r-t;U1 h1i:':i L、など、すべてが刑

制lこj直した午前を伝んでいるためである。

アブラムシが主要な害虫となった原悶は、まさにI符舶力が極めて大き いこ

と、寄生柄物の括却が多く 、さらに環境に対する適応、性の高い生抗生lの分化

によるためである。

7 



、ンム
要
ラ、フ

主
ア

． ナシハマキワタムシ （ナシノワタアブラムシ）

(Prociphilus lwwanai i¥lonzen) 

形 態： 1！！~姐Jlfl' I：雌虫は全体が.fi'1P~Jf~ ， I本以3mml'IU~ 触flJは！日色、胸部と脳

f1j）は淡抗緑色であるが、白粉でおおわれているのでIIくみえる。副部には短い、

服部には長いおii状もをつけている。有（i対iは発達しない。

イ（遡Jlf；生JIU［山は｛本長2.7mm0iifiifflは山県紫色。胸部とJl!lffllは・：I}l党総色。全体が

うすいfl粉でおおわれている

f図ヰ人 1蜘｝ 寄生植物 ：主寄生…ナシ

中間寄生－ーギシギシ （般）

発生消長： ナシの枯粋l~ilに 1)iじまれたm·iで雌冬する。 4 } lにふ化して品：葉に’＇.（.）－＇！：する。加’l'i-された栄：は

話玉 fl{ljに巻込み、~は~uirn巴）~正する ここには水がたまり!:U1-1旨；の「l.f-/｝が；民じつて門溺する。このため

「小、｛史たれ」あるいは 「スス，メの小1出たこ，」とII'

＂＇間省 1・ I~のギシギシに移り、 J也 111't布r－をする。クロヤマアリなどと共生しながら哀を過し、 10)lに
なると7｛（担引がw.~見し、ナシにもどり、ここで両性雌!.il と m!.ilが＇I＇.まれ、 h足以後同性雌：llは受精卵を

Prrむ。

被 害：寄生を受けた31訂正、はじめ泌総が少し巻かれ、その部分の葉肉が少し膨らんでくる。その

後来：は~~側にどをき込み、 ）~＇jj＇~ JI巴！がする。 また、~はもろくなり、集中議案を減じてモサ’イク~Rを果す

るようになる 。 被守~：はしだいに泳－~するが、激 しいときはそれにと もな って泌取もする。 近年は

本店1の先ノ｜ては少なくなっている。

圃 リンゴワタムシ
(Eriosoma lcmigerum Hausmann ) 

形 態：~！＼~姐｝If；’｜：雌虫は体長 2 ～2 .Smm。川f;lf形で赤禍色。 14:表l伺は ｜’ lL、綿状物

をつける。

イi姐胎t'I:雌!ltは！日補色、版ffl＞にはおii状物がわずかについており、担は透明。

寄生植物： リンゴ

発生消長： 若：（I冷幼!.ltで樹皮間ド！日ゃfH部で越冬する。越冬!ltは4川tj！から活動をは

じめ、 5JIには成!.llとなりが＇｝!.llを生む 以後、繁殖をくり返して、年卜数回発

刊二する 繁刑の111刊，＼¥iなHキ期は6～7J 1、9～10月で、これらの時JYIには有担の

！約十I:雌虫も多く現われる。

被 害： 新附先端のやわらかい組織、花倒、」ii1：刷など｛ごとr'Lし、そこで按分をl以収｝Jll’,Ii-するので、

これらの先行が忠くなり、＊;Ifは卜分発行しない また干:f'I'.iffl位には虫えいが形成されるため益水

分の流通が妨げられる 内 また、似にも~生するので、樹勢が氏える 。
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ナシミドリ
オオアブラムシー

〔ーp.12〕

Aユキヤナギアブラムシ
〔ーp.13〕

4リンコワタムシ
p. 8 

Aワタアブラムシ
｛ーp. 14) 

9 

ー＇ .; . _.I;',... 

‘9 

A ワタアブラムシの寄生状況（ナシ）



A モモコフキアブラムシ ：→p.15〕

A ジャガイモヒゲナガアブラムシ
〔→p.16〕

Aナシノアブラムシ 〔ー・p.16〕

.....ダイコンアブラムシ
［→p. 18〕

Aニセダイコンアブラムシ
［→p. 19〕

企リンゴコブアブラムシ aリンゴコブアブラムシの被害（リンゴ）
の越冬卵 〔『p.21〕
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Aモモアカアブラムシ （モモ）
〔→p.21〕

カワリコブ
アブラムシー
［→p. 23〕

Aモモアカアフラムシ（タバコ）

A カワリコブアブラムシの被害（モモ）

A リンゴミドリアブラムシ ［→p.23〕 A ネギアブラムシ 〔→p.24〕

...キクヒメヒゲナガアブラムシ〔→p.24〕 A キククギケアブラムシ 〔→p.24〕

II 



白崎.1983) 

・ クリオオアブラムシ
(L白chni・sI rOJliC白／is¥"an der Goot) 

形 態： ，1！＼~切 llf；’I ＝.雌虫は1本色が虫色d 触f'J 、 f'J~火管、！肉！などほとんどが！.I.＼色で、

わずかに門‘也ろう 1＇（物をおお っている 。 l本i去は3 .5～4mmと大形で版部はややJ;J~
~ktこ）膨れている ほU~＞ はIYi11J日IIから ｜リll附に｜メ．分される。

(f・也Jlf；’1：.雌!.Illま体長 4mm、令．体に！日色であるがll!iftl；はやや淡色

寄生値物： ク1）・クヌギ ・ナラ ・カシ

発生消長 ：本州の越冬卵はアブラムシとしては例外的に人ーさく、しかも敬（j杓が

木い幹や位｛こ！.I.\ ・色にべったりとpじみつけられている。 卯はIJ<i~JU"JttJからふ化

して件付となる 件付は新村iに定nし、以後、 llfi竹中.tt：便局1＇！により i吐代を繰返し、年数lnl先生する

llf；ノ 1 ：.雌出は （f担または.In~・盟である (I担Jlfl'I＝.雌出は 5川頃から別われ、他のJ!,)Ji{i-へ彬って繁角1＇（する

H免秋にはイi担！SF. !.l！と Jn~ ：盟i1f雌：l！ が／IPJl し、 rr 、＇ I たりのよい1Y.i1f1iの樹幹 l;Jjに11(.lJl・Iする。

被 害 ： 本開の I·：な’I＝.息場所は位打iて、あり、 ~I·に.F>lわれることは少ない位打iの長分をl倣！Ji(する

ため、多発すると新制がしおれることがあるが、本の’1~.fl'に版科するほど激先することは少ない

日1111'.1980¥ 

．ナシミドリオオアブラムシ
(Nippolacl11111s pi ri ~l a tsumura ) 

形 態： Jn~凶llfi 'I＇雌虫は1-1>:色が全体的にh't緑色で、胸、 lluf~Sの1r1市に 3条の縦
の鮮緑色の線がある門体的ま約3.5mmと大形であるε角状作り ！く[1J錐形で多数

の主がある 触111は体長より免it、 ！本1r1f1iには多激の長い鞭状℃がある IL~Iは

綱JI長い。有＇（i州はなく i本はややll11i、｜えで以!31'11隠である。

(I担1llfi ' I＇.附t. !..llは 1-1>:長約 3mmで、全体以外J色であるが、 11\J:i~ilは iJ1 火・と Jd iJ1lii側

にλ；いよXWEをもっ

寄生植物： 主寄主…ピワ ・シャ リンパイ・ アカネモチ ・モッ コク

中間寄生…ナシ

発生消長： 冬JUIは l·:'.?,f 主の~：：必に卵！庄で過すのが

の？守！岳が兄られることもある といわれるu 卯越冬したものは 3JIにふ化して将l改となる守 5IJl:!'W

担!.l！が現われ、 ナシへ移動してく る ナ シ柴｜：では！災民：の炎にり仮に治って得’I＝. し、無担！治’i訓~!.l!

でuのWI繁舶を繰返す。101I ttiになるとイi担出カ，，，，ゆtし、ピワなどの主君子 i~ （冬得 ！？） に移動する

i：得 r－： 卜．でイf'i"i:'t~ となり 、 うと・！己によ って卯を＊必の u阪に近いところにFじみつける。

被 害：本的（;I:~jlj れ「ギ ョ ウレツアブラムシJ といわれるように、集誕の 111IJ)Jに沿って（l:1Jl、介って

、.If~んで）Jll押する 寄生加害する＊：はft'いものより成熟$に多く、 加古された＊は奇形となることは

ない しかし、多く寄生されると出変し、叩く都民するようになる また、引Villt物にすす病l’Aが’＇l.f
’iミして紫を汚染する 本慢は＊を舟1Fa化させず、！本色も集色に似ているので先日しにくいが、必i:i[lt

物にアリが民まるil>ltt：があるので、アリの＇.？，）：＇UJWlもよく削指するとよL、。
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・ユキヤナギアブラムシ
(Aphis spiraecola Patch) 

形 態： 1f!t盟Jlf111：.雌虫は全体が民緑色～紙色で光UてはなL、c 触flJ、ffJ状竹、 It'.'.

!'iーは；！日色。体は紡錘形で体長1.5～2.5mm 古l'l癌は不lリ！｜出。触flJは 6節で体長よ

り t·.~い。 タJ~火杭：は川筒形で；t端ほど制｜｜くなる。

イl担lJJ台生1'Ut1！は!I~部の側VEが山l－~：：で、 6 ～ 8節の＂＇；.！.！；に知いII（）＇！似1：：がある。

寄生植物：主 寄主・・・シモ ッケ ・ユキヤナギ ・コデマりなどシモ ッケ鴎植物

中間寄主・・・ リンゴ ・ ナシ ・ ミカン ・ モモなどの~樹のほか、セリ ・ ミ

ツパなどの肝来：やキク科舶物など多数。

発生消長： 本的は＊樹11'1で作過にみられる相知である。ナシの的行｜リj除l・mで‘の党中状況を｜χ｜にぶした。

ユキヤナギアブラムシはリンゴでも嵯冬するといわれるが、 i：としてユキヤナギの対：に受精卵で越

冬する。 5JI L.～ 11 1 1 11から fl姐虫がリンゴ、ナシ咋へ71~；！ご してきて、新制先端や民IIトlllHもない虻：に

待生し、 その後)J台~1：.で繁持1＇（を繰返す。 先生の慌!YI は 6 ～ 7 JIで、 8～ 9川でも徒長校や 2次frjr.b叶占

など新しい~：があれば＇｛.fl！~が児られる。 一般的に新梢のfrjr .kが停止すると l’ l然と術！立が低下する

秋になると 1＇｝びユキヤナギへ州り、ここで、両 1'1:'Hir'iを＇i：.：み受・fr'IJJl'Jで・越冬するc

被 害 ： 絞うもの•I吹い柴に限って’＇!.f'I：し加害す

るが、~：が在約iiすることはない。 多発すると

新梢の年f{や光’）fが~Jjl;jjlj されるため、 Ni木ゃ

れー木では；i診特を受けやすいが、成本では；；；（；特

が少ない。しかし、料品iに多発すると虫の排

池物で、~ゃ＊）~が汚染され、すす州を ，j引を

して品＇.（＇（低卜．をまねくことがある

． マメアブラムシ
(!¥phis crocci1・omKoch) 

寄 1110J

生 80 

新
梢
率

前！？

111 
% 20 

．， ‘，、、

v一一一・11:1杭2
・ーーーー・lll{lil

、・..・．
－・－・， ．

II 21 I II 21 ! II 21 I II 21 I II 21 
日日 7 8 ~ I I 

ナシにおけるユキヤナギアブラムシの寄生消長
（福島果試）

形 態 ： ~！！＼・~Jlf1'I：雌虫は、体長約l .5mmで·f,j,:色は~~u色。 ときに光沢のあるものや、

I' It｝を少しつけ光沢のない11~1体もある 触ffJ、j側、 fIJ状符も虫色傾需は先述

しなl、。触ffJは体よりわずかに開く 6節。服部背1f1iは全体にわたって附色斑で

おわれる。111iR作は円筒形で込先端ほど削くなる。！己／＇1・1手作通でij1央t'illがくびれ

ぷ 1(1j には微少~ii］状突起体がli!(j符であり、 5 ～ 6 ＋：の℃がある。

(f担胎＇l.雌虫の体色はよu制色肉

寄生植物 ：エンドウ ・インゲン ・アズキ ・ササゲ ・ラッカセイ ・ソラマメなどの

ほかに、ニセアカシヤ・サイカチなどに寄生する。

発生消長 ：本絹はコマツナギやマメ科斜h，・，・，：などで卯越冬する。イi担／!fl＇主Jlllt!.l.！は 4JJ I、＂11Jより1'l'tl:Jlし、

マメ科M物に紗ftしWIMする。u季にはアズキやインゲンなどで'.(.jソI：.するが少なく、秋にな って11i

び発生するが多くはない。

被 害：がから慌Ji!.にかけての紫拘1＇（））は大きく、村長：、菜、さゃなどに ーl師に市ソI＇.して l倣汁加ηォー

る。加！？？を受けた新制は、 f1j1j乏や~の展開が1fllili1J されて被S~·l'i'i死するJJ，｝｛~ もある。

み；極は、インゲン黄斑モザイク、カボチャ ・モザイク ・ウイルスなどのウイルス耐をlぷ介する
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・ ワタアブラムシ
(A phis yossypii Glo¥'c1・) 

形 態： 多くの極頬のがi物に寄生するアプ’ラムシで、さまざまな色彩、大きさ

のfltiH本が見られる。 1！！~週3Jlf;! l'.lltff虫｛主体長は1. 1～1 .9mm、 u；色は黄～黄緑～緑～
，·；·緑色、少：，（の白粉をつける ことがある。 ｛本色や大きさの変~Nは大き L 、。 触奔l
は体長より知い。額癌は発達しない。f11状管はl'l筒形で先端はやや刻IIくなる。

出片には 5～6本の長問ljもがある。

イ1・姐胎~1 ：.雌虫は、資料～ff緑色。

寄生植物 ：主 寄 主…イ ヌノフグリ ・ナズナ ・キク ・イチゴ ・ムクゲ ・ツルウメ

モドキ ・クロウメモドキなど。

中間寄主・・・ナス科 ・ウ リ科 ・サトイモ・リンゴ ・ナシ ・ユリなど多数

のNi物に寄生する。

発生消長： 本県では、 1-:＇？.）－主上 （冬1.1：主）で191怯胎生雌で越冬するe 本間は寄主他物が多く、 体の色、

大きさの変児・がみられる。さらに、存から秋までには組科tに極々の拙物問を移動するほか、さまさ

まな生活l＼~！、ノfイオタイプに分けらオ1ている。

j治~I~雌のまま越冬 （イヌノフグリ・ナズナ・ホトケノザなど） したものは、早春から有姐!1：が発生
し、 5I l 上旬からジャガイ モなどに飛米して'.(.f-'tをする。卵越冬 （ムクゲなど）したものは、 4月

1~.旬頃からふ化し、 ，，.旬には幹時成虫に生育する。その f孫の 2ll t代は1n~遡型で、 3世代 ｜｜ ｛こ （ 5 

) j下旬頃） ＃季移ft1＼＇~の有遡虫がi'l'r呪し多くの，，，間帯主に移住し、 ilの!Ill作物に~ソj：＿して生前する 。
秋になると存とは逆に，，，間寄主植物から土佐千年 I・：刷物に移る。

卵越冬する場合は、10)I 'I~ば頃から rj I間千年主 1-.1こ産雌!:11が羽化し、 E得主に移りPf.!Jl・J雌虫を1mみ、
その後移住してきた雌と交尾産卵すーる。！治生雌で越冬する系統では、秋に有担1!:llが発生しオオイヌ

ノフグリやナズナなどの越冬＇？.）－ 1－：＇こ移住し越冬 Jlf;'I：.雌をPt/I＇，する。在季における繁殖は早く、約 1

週間前後で、成虫になり幼虫を産i'l'1するので、？宇＇；／良＝は急激によ ・：jまる。黄色水盤による布遡成虫の発生

は、 5J1 l・.11Jから発生しはじめ、 7川，，，旬及び9)j 1j1旬に11iも多くなる 2111型の発午が認められ、 11

II上旬まで先生する。また、ナシにおける’'.(.f-'1：.は、 511Huから寄付てがみられ6J I下旬から 7I I上

旬にかけて多く寄と，，＿するようである。 （図 参照）。 ・般には夏季に寄生数は減少する。一rn1の個

体はサトイモ ・カボチャ ・スイカなどに残って秋の発生i!J;！となる。

個 100

体

数 50

し…
0 ・1 I I I 5η I 6 1 l I i II I 8 II I 9 II I 10ηI 1111 

黄色水重量におけるワタアブラムシ有組成虫の発生消長
（福島農民、 1980～・87)
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ナシにおけるワ空アブラムシ寄生消長（徳島果試）



被 害：本種は、多くの種類の植物に寄生して吸汁害とウイルス病を煤介する。

アブラムシの吸汁による被害は、キュウリでは新芽や葉に寄生すると新葉はちぢれて裏面に巻込

むため、ツルの伸長が止まり、者花が悪く、果実の肥大も遅れる。多発生すると草勢が衰え果実の収

量も低下する。ナスでは巻縮症状はみられないが、多く発生するとl岐汁害により生育が著しく抑制

される。ナシでは、葉は巻縮しないが、多発生すると新梢の伸長が抑制され、葉が硬化する。

この他に、すす病菌の寄生による果実の汚れは著しく商品価値を低下させる。これらの峨汁害以上

に、各種作物にウイルス病を媒介するので防除上重要な種類である。

・モモコフキアブラムシ
(Hyalopterus prumi Geoffroy) 

形 態：無遡胎生雌虫は体色が黄緑色～緑色で、ときに頭、胸部と腹部後方が暗赤褐色である。ろ

う質白色粉で覆われるが背面中央に緑の条線が見られる。角状管は短く暗緑色で先端は黒褐色であ

る。また先端と基部は制くなる。体は長卵形で斑紋はない。

有麹胎生雌虫は頭、胸部が黒色、腹部は暗緑色で全体に白粉をかぶる。

寄生植物：主寄主…モモ・スモモ・ウメなど核果類。

中間寄主…ヨシ。

発生消長：本種はモモ、スモモなどで卵態で越冬し、春、ふ化幼虫は芽の付近に集まる。やがて葉の

裏側にも静生するが、葉を巻縮するようなことはあまりない。葉裏では主脈にそって両側にならぶ

ことが多い。胎生で繁殖し、密度の増加は早く、 6月中～下旬に最も高くなる。 7月以降、気温が

高くなると主寄主から水辺に生えているヨシの葉へ移り夏を過すが、秋までモモなどに残る個体も

ある。

10月頃になるとヨシ tで産雌虫や雄虫が主寄主に戻り、やがて有性生殖をして主寄主の芽の付近

に産卵する。

被 害：モモ、スモモなどで多発生すると本種の体表面にある白粉で、樹全体が白く見えることが

ある。本種が寄生加害すると同時に分泌物を出すため、すす病を併発させて樹を衰弱させたり、枝

幹、果実などを汚染させる。

アブラムシの情報伝達

アブラムシの無麹胎性雌虫は、体長が2～3mrrと小さく、植物体上での移動も少
ないため、多くの天敵の攻撃を受けやすp。しかし、アブラムシはこの強敵に対し、
全く無防備であるわけではない。つまり、アブラムシは角状管から侮発性の警報フ
ェロモン（主成分＝トリグリセリド）を発し、仲間に敵の侵入を伝え、身を守って
いる。アブラムシがこの警報フェロモンを感知すると、種類によって異なるが、体
を激しく震わせたり、歩行によってフェロモン源より逃げたり、寄生していた植物
から転がり落ちたり、あるいは跳躍による逃避行動を示す。一般にフェロモンの濃
度を増すと、転がりや跳躍などの、寄主食物からの落下行動をするようになる。こ
のフェロモンは他の種のアブラムシにも共同で利用でき、ひ弱なこの昆虫は能率よ
く外敵から身を守れるようになっている。この警報フェロモンを人工的に合成し、

化学的安定性を付与させることができたら、アブラムシの防除に利用できるかも知
れな Lh つまり、作物にアブラムシが寄生する前に瞥報フェロモンを散布すれば、
その作物にはアブラムシは近づこうとはしないからである。
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圃 ナシノアブラムシ
(Schizaphis piricola '.¥latsumura) 

形 態： 1！！~担jJJf; ' I＇.雌!.ill立体色が鮮民総色で、胸部からmm1の1~1(Jj中央には縦の

出色の条~fがあり、 11可側もやや緑色が姐l ~、。 i本は卯Jf3でJ出f怖が大きく体長は 2

mm位。 触ffJはJM~Iの 2節と先端は体色と l1iJ じであるが他は出掛色。 f11~R管は川

筒形で！X~補色。 制Y.ti先端は1'1ばって突i'l'1する。 f6J'r •は中央部がややくびれて紺｜
く、先lまλ；く九くなり、数本の長柄I］毛がある

畑中•I蜘J h担llf；’l~雌虫は f.fi:長 l .7mmfι 体は此緑色で、頭、胸部、触flJおびflJ状符は淡

黒色。

寄生植物：主 寄主…ナシ。

中間寄主…J、マスゲ

発生消長： ；冬!Ullまナシ樹の芽のJJffllなどに!JNで過し、ナシの先月A：はじめtt~からふ化を始める。 幹母は

-II寺!-j·＝のi・J·近で出食しているが、完封·＝ 11~.!I!：とともに柴おもてに待生して汁液をl倣似し、柴を奇形化

させる その後、次第に培’舶し、 5～6JJに生息数が多くなる＇6川になるとイf却の移住引が現わ

れて、次第にij1川得主であるハマスゲなどに移住し、 7J l以降はナ シ樹上での’~’I＝.は少なくなる。

秋になると 1jljl\J市！~から次第にナ シに11~止としてくるが来：をどをくようなことはない 年10～30IJ:l：代経

過後イ｛担出が現われ、 rf.：卵dtlt!.llは比較的充’たした枝の先端付近の芹,J.Hfllに越冬JJl・Jを応みつけてLぺ 。

被 害：本間は日l]f， 「ナシノハマキアブラムシ」 とも II千ばれ、 J：：に ｛＇i t 、~にぜf'I＇.して柴は）j'_~jから

内側に縦に巻くようになる。 !l~はこの1j1 にあって繁殖し、丸~がげしく被；；；.を受けると他の－／＂iぃ~に

移って加古する このため’＇（.｝ソl＇.~は..：maとなって都民が1 11· まり、~，l'kの肥大が阿L~＇i- されたり、翌年

の花見ー：のつきが忠くなる。

． ジ‘ャガイモヒゲナガアブラムシ
(Aulacorllmm solcmi Kaltenbach) 

形 態：本附は多食1'1：で多くの植物lこ得’I＇.する e 体色は緑色～淡緑色で光沢が

あり、寄生附物の.(i!!：災に！洋’I'.して寄：11：する

無麹Jlf;'Iミ雌虫は、体長約 3mm、体色は！/I.紙～淡緑色で光ii-(がある。鋭部はや

や浪色、触flJもliiJじ色で末端は虫色。f'I状管と尼J'i"/立体とhi］じ色。｛本は紡錘形

で~iぃ~illもが＇t：.えている。 古!Ji対iは大きくうた1111 し外側に傾く 。 ！日！f'J は体長より長

い。fl1i火作はお｜｜くまっすぐにのびて膨れることはなく、末端には網｜｜状校総は

ない。 ／ 6J'r•はやや制II長く、先端は尖らずに 6 ～ 7 み；の毛がある

有担JJJf；~雌虫は、体は黄緑色、 IJ!U'rll11'f 1fttの第 1～ 5節に繊脱がある。

寄生植物：主 寄主…ギシギシ・クローパー煩 ・オダマキ・タチアオイなど。

中間容主・・・ジャガイモ ・ナス・ダイズなど

発生消長： 季節的に待 Eを変える移付：I~！！で、本県では完全生前邸をとるものと思われる。 ギシギシな

どの~fi' ··，·~てゆ越1j'. したJJl·Jは、 がうじにふ化し~1 1 世代成虫 （怜HJ:, 1！！~姐明） となる。 N(/l'i されたが＇｝！±！.の

多くは作不移IJ:il＇~の千i遡虫となり、ジヘ’ガイモやダイス’などに転移する 。 修fl：したアブラムシは、
1t1間?.i=t：植物において卜数世代を料過し、 1011Utl頃になって行姐虫がi'l'1現し、これらの作物を去

りギシギシなどに移り、雌Jj~の両1't：を’I ＇. じ越冬卵をm~：み越冬する。
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黄色水盤における有麹成虫の飛来は、 5月中旬～ 7月中旬までの期間と10月中旬に少数認められ

ている（図参照）。前半の飛来は主寄主植物（越冬地から）から、後半は中間寄主植物から越冬地

への移住個体である。

個 10

体

数 5

。
4 11 I s n I 6円 Irn I 8月 I911 1 10月

黄色水盤におけるジャガイモヒゲナガアブラムシの発生消長
（福島農試、 1980～’87)

被 害：発生が多くなるとジャガイモでは、寄生部位の茎葉が黄化または黄変枯死する。キュウリ

・マメ類では、幼萌期に多発すると株全体の葉が黄化し発育がおくれる。吸汁寄のほかにジャガイ

モではジャガイモ巻葉ウイルスを媒介する。

アブラムシとアリとの共生

アブラムシが尾片の下に閉口している消化管の末端か

ら分泌する液体は「甘露（かんろ）」と呼ばれている。こ

の成分は90%が水分で、そのほかに炭水化物を含んでトお

り、寄主植物から由来するものが多いという。甘露はア

リにとっては大きな魅力で、このためアブラムシの周辺

には来訪するアリの姿がよくみられる。

アリがアブラムシから甘露を供給してもらう返礼とし

て、アブラムシの天敵類を追い払うといわれるが、この

ような事実は少なく、一般的には、汁液のより豊富な場

所へアブラムシを移したり、種類によってはアブラムシ

の集団上に土のトンネルを作って保護するなどの面で共

生関係が成立しているという。しかし、アブラムシとア

リとのこのような関係はすべてのアブラムシに共通する

ものではなく、アリとは全く関係のない種類も多い。
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・ ダイコンアブラムシ
(Bre1・icory11c b11rassicae Linne) 

形 態： 本楠は、作附のアブラナ科植物だけに限って＇.？，）ソtする。紫斑に/i'f:'I・：し

1本全体が！こlい粉状の物質で包まれているのが特徴である。

1!l~遡Jlf;[j ：＿雌!..Lt は、 i本長は2 .2～2 .5mmでが＇i$耐r~ 、 休の地色はill'.f緑色であるが体
全体が臼l~｝で割われている 。 f~~lf1Jは、 lMiilは11r1緋色、先端近くは！火山色、 体長

より悔い。版部には小規！！リな横斑がある u 111 ~J..:Wは灰黒色で短小で先端iはくび

れない。l毛「「はllff緑色川$U3.

イT担j治生雌虫は、体色は11＜緑色、｛本1r1fl1にJll'f色縦，;j（や斑紋がある

寄生植物： キャベツ ・ハナヤサイ ・アブラナ・ハボタンなどに多く、ダイコン ・ハクサイでは少ない。

発生消長：木柿は 1，，，，＿を通じでほぼアブラナ利t11'i物にのみに得＇ I＇.：し、他の拙物には移 住 しなL、。越冬

は、アブラナ科刷物においてII台生的t!.h で－~j-

われる。

有遡｝If；生雌!..I.！のヲ~＇I＇.は 5}j半ば頃から発

ノ1：.しは じめ、6JI、！＇・・ぱt貞｛こ！1iも多くなる。

夏から秋にかけての先生は少ない。

個 I(川

f本
5<1 

数 人。
・Ill I ;,JI I 611 I 71! I SJJ I 9111101111111 

黄色水盤におけるダイコンアブラムシの発生消長
（福島騰獄、 1980～’87)

被 害： キャベツではxの表裂にlff'I＇.して｜倣 HIJll’占する。多く発，，，・－すると、が＇Ji'Aでは新体の（lj1_b.i:展

!JN が恋くなり、’｜：行がtJ"jJ:IJIJ されて IL＼＇ーには妹全体が枯死する。 生ffの進んだ株では~は質化し、＇I＇.育

が遅れ、球も小さくなり、結球しないj!,}frもある。また、排河It物などがH1奇しJ,f<が汚れるので、商

品価値を著しく I~~ トさせる 。 ナタネでは花柑やサヤにm~生するので、常サヤになり減収する。 本隔

はl吸汁：！？の他に多くの11：物にウイルス耐をll!f:介する。

． ゴボウヒゲナガアブラムシ
(Dac/y110/11s gobonis ;o.Jatsumura) 

形 態： 存、秋にゴボウの然災に大きな !JSトti で＇.（.］－＇ ！~する黒色大Jf3のアブラムシ

がみ；干屯である。

~!l~姐）治生雌1tは、 大J＼~で体長は 3 mm以 1、体色は烈色で光沢がある。 f~~lf'J 、

！閃l、 fiJ状管、！毛｝ ＇， · も ~ －~＼色。 制痛は大きく外側に｛可i く 。 触角は 6節で体長よりも

長い。 角~）＼科：は比較的以くぶ端近くに網｜｜状脱線がある。 出片は.w: 川i1u彩。

イ｛担11治生雌止lも、｛本色は！虫色。

寄生植物 ：ゴボウ ・ベニバナ －キツネアザミなど

発生消長： アザミなどで卵越冬するc ，越冬卵は 5},，，，頃からふ化して新民表而に寄生するーイ示から秋

ま で十数世代を繰り返す。 秋には両ti：例｛本がけ11 .fJl し交尾後~必にPf. JJI~する。

被 害： 1従来や~：柄に笥.，.ドー してl敗汁IJll', ' i-する。 待ソtが多くなると民の緑が袋側に巻き、’＇＇·育がt!IHlilJ

される。l倣γ十万の外にゴボウモザイク耐を蝶介する。
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・ ニセダイコンアブラムシ
(Lipaphis erysimi Kaltenbach) 

形 態：主にダイコン ・ハクサイに術作．し、体色がllff緑色でわずかにl~l粉をつ

けているアブラムシで、~単に ltf''I＇.する。

1!l~姐！治~1~.雌虫は、体長1.7～l.8mmで‘紡鈍形、！本の地色はH削I~緑またはH日緑色、

体表にはi＼~く 1'-1粉をつけ光沢はな L 、。 vrm＞制Ktiはわずかに突ll'i している。 f~tlt}it

の1.!iftllは体と Iii！じ色、先端近くはH白色。 II~問11r而に数｛問の黒色の横興がある。

111状符は茂樹色川筒形で先端iは烈色でくびれる。 尾JI·はti~補色で川jf~形、 5 ～

6本の長剛もがある。

有望311F1生雌虫は、体色は此緑色で光沢はない。 服部1r1f1i によM色縦，：；~があ る 。 担脈にわずかのカス

リmがあるc

寄生植物： J、クサイ ・ダイコン ・カプなど。

発生消長： 本極は、同じ系統の作物に限って寄生する。雌冬は、 1.):主作物で無担！抗生雌!.llで、｛j'.によ

っては幼虫または受精卵の両行で，越冬する と こ ろもあるが、 4:~.~での越冬r~については191 らかでな

春季は春まきのアブラナ科M物に寄生するが党'I'.は少ない。秋まきのダイコン、 ハクサイ、カブ

などに’奇F伝し、急激に繁前し而符！主になる。1＆..色水般によ るイi組成虫の発＇！＇.は、 5I I ij1旬から発生

しはじめ 6JI 下旬頃に11~1；混となり、その後、 9 J1 llftTIに円び多くなる 21l1 l＼~の発生がみられる。

般には春の発生は少なく、秋における発生が多い （似｜参！！｛｛）。

個 ii）・

イ本

数

II 
4 JI 

黄色水鐙におけるこセダイコンアブラムシの発生消長

（福島成試、 1980～’87)

被 害： ダイコン、ハクサイなどには特］＇Uf.1に党ノI ＇.が多くなる。 ~袋に~tr~I:: して l倣汁するため生育

は著しく劣り、 Hキには；I~変して枯死する場介もある。 4:.fofiは、多 ：，：；の羽I'rillト物を／J'1すためすす病凶が

繁描し、集はべたつき黒くよごれる。l倣汁’.＇i-の他にウイ ルスMを媒介する。

． チューリップヒゲナガアブラムシ
(Mαcrosiplwm euphorbiae Thomas) 

形 態： 多食tt：のアブラムシで体色は汀k~議～淡緑色て玖f紋はないが、色彩に部分的な濃淡の棋総が

ある。一見ジャガイモヒゲナガアブラムシによく似ているが、 f本は紺11えくやや大きい。

本磁の和l名は、従米パレイシ ョア ブラムシまたはパレイシ ョヒゲナガアブラ ムシがIllL、られてい

たが、問中 （1975）によりチュー リップヒゲナガアブラムシと改羽；された。
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無担胎生雌虫は、体長 3～4mm長紡錘形、全体育緑色わずかに白粉をよそうので、青白～淡緑色

に見える。光沢はない。幼虫の体背面には濃色の縦条が l本ある。触角は体長よりも長く 6節より

なっている。角状管は長い円筒形で先端近くに網目状模様がある。尾片は長三角形で6～12本の長

L、剛毛がある。

有麹胎生雌虫は、体色は青緑色。

寄生植物：ジャガイモ・ナス・レタス・セリ・チューリップなど。

発生消長：本種の生活史はまだよく分かっていない。ギシギシやヨモギなどで卵越冬するらしい。黄

色水盤による有麹成虫の発生は、 5月上旬から発生しはじめ、 6月下旬から 7月上旬にかけて最も多

くなり、その後は少なくなる（岡参照）。

20・・
個

体

数 10

（） 

・111 s 11 I 9 11 I 1011 

黄色水盤におけるチューリップヒゲナガアブラムシの発生消長

（福島農試、 1980～・87)

被 害：寄主植物の茎、葉梨、花に寄生してI吸汁する。通常発生は多くないが、寄生が多くなると

茎の伸長がおさえられて生育がおくれる。本種はウイルス病を媒介するので、 I吸汁害よりもウイル

ス病伝播による被害のほうが大きい。

アブラムシの発生予察

アブラムシは生活史が複雑なうえに生活型の分化があるので、すべての極

ti1の子察法が確立されているわけではない。

農作物有害動植物発生予察事業調査実施基準のなかで調査基準が示されて

いる作物は、里子菜では、キュウリの他に 8作物を対象に、 (1）越冬状況、（2：茂・色

水盤による有趨虫の発生消長、 mlほ均における発生状況の諸調査を実施して

いる。果樹にむいてはリンゴの他3樹桶について、 (1)越冬密度、（2：発生状況

（寄生状況）の調査を実施し得られた結果を総合的に判断し、発生子祭m報

として関係機関に提供している。

最初にも述べたとおり複雑な生活史の他に寄生植物の種類も多く繁納もRE
盛であることから、 Hキ期的に遅すぎる恐れが生ずることもある。今後は秋か

ら冬にかけての生態学的研究を深めたj：で、発生源にむける調査方法を開発

し、発生予察の精度を高める必要がある D
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． リンゴコブアブラムシ
(Myzu.s 111alis11ctus Matsumurn) 

形 態： J！！~担！治生雌illは｛本色が胸部が緑色をおびた黒補色。 腹部は！1＇！.紙包～緑樹色で、いずれも濃

淡の椋織がみられる。 111~）＼管は令：i怖が黒色であり、真11＇（でー係にうろこ状の紋様がある。 触f!Jは短
く体長のほぼ2分の l。制府は低いがいl側は突li'iする。

有担J!f;' I ＇.雌虫は全体虫色でやや刻II長く、惚llH!禁色、 !IW~1Vi炎緑色、担は透明で担脈は淡黒色。
寄生植物 ：リンゴ ・サンザシ・ボケ・ズミ ・カマツカなど。

発生消長：卵態で越冬し、主に新村jの牙の1.~日11に多い。 ほとんどは 1 年枝の芽にP'E卵されるが、知県

伎のしわの寄った場所、制llHの又郎、芽の！憐J・，・などにもはられることがある。越冬卵は発芽JYJから

展葉期にかけてふ化し、宇？母となり、新制ゃれ：い葉に幼虫を多数Pr11l'1する。展民JYJ以降現われた幼

虫は 5JJになると急激に.lt;</1Jllして 6～7I lにピークとなる。 8JJ以降はかなり減少するがlOJJには

円び.lt:"/)Jllする。このように単’It'I＇.舶を繰返して年 9～101111発生する。

10川卜イI)～11川にかけて派雌illと有姐millが現われて受車内卵を産む。

被 害 ：リンゴに得＇ i'.するアブラムシ類のなかで吊も加’，1；.の激しい間質lである。本陣による被宵の

特徴は i：にt；：柴に干:i:・＇I＇.し、葉を縦に葉裂に向 って巻かれ、次第に妥結することである。ふ化幼虫に

よる場介は~をわずかに巻く科！立て、あり、見逃し易いが、新梢が{firび、虫数もWWII してくると先端
の若~が次々と萎縮してくる。 加刀が進むと主「f梢全体がμされ、葉の機能は全く失なわれてしまう 。

したがって伎は繊似しておIIくなり、また、 £！！！の行i失から：次伸長を起こし、樹体におよぽす影秤は

大きいものがある。

ある。

圃 モモアカアフラムシ
(My:rns persicae Sulzer) 

形 態： 多くの極類の納物に寄生する代表的なアブラムシである。

1H~遡胎生雌出は体長1.8～2 .0mm、！本色は白～1q_～黄緑～緑、桃～赤禍色で、

出色や濃淡があり変化に日み、光沢がある。 f~tl!flJ末端は黒、 flJ状管と店！十は体

とIii］じ色。市！摘はよく先述し内側に1ぜiく。角状符は長円筒形で中央部がわずか

に膨らむものが多い。

イT担1!1台~l'.lll1t. illはJI脱出は~t＼色、政r1111'r1而に大Jf~の卵紋がある。

本極としばしば混同されるカワリコブアブラムシは、 f!J状管の先端が銀色で‘

寄生植物： 主寄 主・・・モモ ・ウメ・スモモなどの絞架頼。

中間寄主・・・アブラナ科 ・ナス科 ・ウリ科－マメ科の他に草花など。

発生消長 ：得 E転換をする移住型て、完全生活環と一部は不完全保活環を常む。そのノI：.活！とは次ぎのよ

うで、ある。

r~寄て！：刷物で；!]fl越冬する。 春｛こ!Ji·！からふ化した幹母の後代に有趨の移住型が出現して、中川千:r-1~

（立寄主）に移る。移Ii;J＼~の有担J)lfll雌虫は、平均気満が12℃前後になると飛しようするようにな

り、寄jミ附物に定着後は、｝！！~遡胎’I＇.雌虫による単為生殖する。 この無担！治生雌虫は、有担胎生雌虫

より生存JUJll'dが長く、 1 LI当たりの沌li'i幼虫数も多く、かつ低温あるいは高温抵抗力が強い。幼虫

は約7日で成虫になり、 2011～3011にわたって毎日 4～5叫の幼虫をPじみ続け、繁殖力が大きく、
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"l'-ll¥J30-1立代を繰り返す。

哀の1111、多くの作物に寄生して繁則したアブラムシは、 10)1頃からイI姐の陀雌!.llがi'H現して r：寄
l：に戻り、 1！＼~遡の~l1j生雌虫を住み、 '1 1 11f11.f I：から飛米したイ｛遡の雄虫と交尾後、 l：干！了主植物の~－：の

JMfflに受：mm・1を｛f.み卵で越冬する

黄色水線におけるれ・担成虫の:.11~米は、 4 I I I；旬から ，；！，！.められ6I I I：旬に最も多くなる。その後は

全般に少なくなり、 111J 'I~ ばまで11~~とする側体がみられる。

本店iの 'i 'i lll寄主柏物における 1.Yソj：＿は、春秋には密度が，~·：； くなり、 fl季には密度が極端に低くなる

のが ，fit））：的であるo ， ·：~ 11 lら （1987）は、タノ〈コ ・ジャガイモにおけるモモアカアブラムシの光＇ t消
長および屯気泳動法によって検 ll'i されたエステラーゼ引にJ，~づいて検ぶした結以、タバコJM辺で1主

的された他柿植物からは、タバコからのものといlじエステラーゼ型が発見されたのは極めてすくな

L」また、タバコから採取した系統は、ダイコン ・キャベツ ・ジャガイモには尚い適性をもつが、

キャベツから抹取した緑色の系統はタバコではほとんど~J:. （｛できない。これらのことから、タバコ

には一部の限られたW!（タバコ引）しか寄生できないと結論した。

f因 。

｛本

数 25

。

寄

生

ー一一 ._I＿理主！l!h
・－－ー .Ii~虫

指 o.:.

数

占．／・＼、、
o I －：；：’ ． －～ー・

5 6 7 8 9 11 

モモでのモモアカアブラムシの寄生消長
（福島果試）

被 害 ： 主に若い紫斑に’奇生l以汁・し、 架を ii~変、 萎縮、 もt；死させる。 また、アブラムシの分泌物へ

のすす病i泊の繁舶は~：の同化作川を抑制し、果実では品質の低下をmく 。

アブラナ科・ナス科 ・ウリ科作物では、多く寄生すると茎葉は萎ちょうし、生長が止まりも！i死す

る 。 モモでは、寄生によって~は脊しく萎縮し、多く干WI：すると京！？村~，の伸長が iiてまり 、 樹勢に恐い

)j~轡を及ぽす。 また、 民文ーへのすす病の発生は尚品価値を苦しく低下させる。
本極は、多くの作物にウイルス病を媒介する。ウイルスによる権病は、作物の都知によっては萎

紡、奇形化し、生育がm持されるので、致命的な被告になる。したがって、 似汁苫以上にウイルス

病の被害が大きいので、 防除 Ltn'.8.iな部類である。
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圃 カワリコフアフラムシ
(1¥!I yz11s 1•aria11s D11\•iclson ) 

形 態 ：外見はそモアカアブラムシとよく似ており、しばしば誤，i1!.される。7焼却胎生雌出は体色が

淡J1'f.緑色～淡緑色、または赤補色。削！角第 3～ 5お↑i1刊有の先端は黒色。flf状竹；のJMfflは淡色である

が先立；i.ll;t:J.U色となる0 ~f！捕は 1)ij}jに必く 1i:fJI~！，） し、 1lfi古｛！日;jl に！ぶい川陥を形成する。

寄生植物： 主寄主…モモ ・スモモ・ウメなど依拠知。

中間寄主・・・センニンソウ ・ボタンヅル ・ハンシ ョウヅJl-，、

発生消長： 発’I~生態はモモアカアブラムシとほぼIii］械であり、モモやスモモなどの r－：得！－：の停の f.J近

に，~~，：みつけられた受納卵で越冬する。 ノ判，Lのモモやスモモで普通に発生するが、被：1；.症状か らみる

とモモアカアブラムシよりは先生以は少ない モモアカアブラムシよりも少し遅れて先生し、秋ま

でモモなどに待’＇＂・する ことがある 秋になると所雌虫、そして雄rt~が主等主へ州り、イfi'l:' l~M後、
受あ刊i・lをモモなどの停にil°Eむ。

被 害 ： 術ソl：を受けた~は長側に縦に巻き込む独特な椛状を呈する。 モモアカアブラムシと l1 il.f.設に
新民：を次々と巻縮させるため、多冗すると樹全体の車rrw1の伸長を停止させ、樹勢を低下させる。

・ リンゴミドリアフ．ラムシ
(Ova/us malicole11s Hori) 

形 態： 1！民・也胎'tfli1~出は体色が淡緑色～＆料色。 傾摘は先述し、前Jiへ強く突ll'iする。 触1＇！ は体長
よりやや長く、 f'J状杭・や尾j十の色は体色とIii］織である

寄生植物：主寄主・・・リンゴ ・ナシ

中間寄主…シロネ類。

発生消長： 本町！の生態は不明な点が多t、。本県では117｛手1161{1'・にリンゴで初確認されたが、それ以前か

らも先生していたものと思われる

リンゴやナシでは 5月下旬から新州、の：｛＇，： .！！~の~袈｛こ得11：.が見られ、 6 n rt1旬から 7JI qi；リヒtiに寄

生の峨Jg］となる。 7J l下旬以降は急激に術位・が減少し、 'l'ilfl寄主であるシソ科のシロネなどに移動

するといわれる。秋 （10～11）］）には有tl:ll！代が出現してリンゴやナシに戻り、受納卯で越冬する

といわれるが、まだ(Jtl:I引には縦認されていない。

被 害 ： ・比するとリンゴやナシで一般的にはられるユキヤナギアブラムシとぷ，，]1!.されることが多

い。本柿は

と Wl't~i した IYi除効見』が併られな l 、。 本随の得，1：.によつて、リンゴやナシのま~が巻航することはない

が、新しいxに限って次々と得世を受ける。市ソJ：.された柴は汚染され、新梢，，，，長や同化作川のfflHlilJ
など、 111'i，，＋くやれ：木で、のll :. 1守に）j~粋をおよぽす。
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・ ネギアブラムシ
(Neoloxople1α（ormosa11a Takahashi) 

形 態： J！！~担11抗生雌~は、体長2 .0～2 .5mmで｛本色は黒色、光沢がある 。 触角、

！卵、 f'J状行、 ｝f}J，・は~l\%l～黒色。 相続iはよく先述し外側にItri く 。 月9tf1Jは体長よ

り j乏い。 flJ状行は、草加は綱II く先端iがJI!!；れる 。 ！壱片は、 f11~R1＇＼；の 2分の l で先

fih L、。
｛［麹Jlf;'I：雌虫は、 ~,I;＼色で担脈のJ,',']j!~が黒L 、む

寄生植物： ネギ ・タマネギ ・ニラ ・ラッキョー ・ニンニクなど。

発生消長： ~N！~越冬らしいが明らかでない。 5 I I頃から発生しネギなどの袋に為’

'I:し、 6I i、ドば頃に多くなり、初夏には少なく、 10!I、子ぱ頃にはjljび急激に多くなる。

被 害： 'I,¥'.生が多くなると生TI'が恐くなり：＇＇・討を失い、幼植物で、は枯死する I劫介もある。｜倣汁害の

ほかに、ネギ萎紡耐を媒介する。

． キクヒメヒゲナガアフラムシ
(Macrosiphoniella sanborni Gillette) 

形 態： キクに最も普通にみられる郁である。

J!l~麹胎~＇~雌虫は体長2 .5～3 .0mm、体はIll]赤補色で光沢がある。 角Jtf旬、 fiJ状管、

r?,Jtは暗色。百（j痛はllif'A：：外側に傾く 。触角は体長よりわずかに長い。f11状管は

知円筒形でがnI 3に網H状の脱線がある。Je;片はタi状管より長く 卜数本の毛

がある。

有担j胎~1~.雌虫は腹部が時褐色で，.. ;'r1街中央に~.I~＼色帯斑がある。 担jは透明で麹脈

は赤褐色である。

寄生植物： キク ・サツマノギク ・ヨメナなど。

発生消長： l年中、寄生tt!'.i物の茎＊：や花柄I!に？.f'I＇.する 。 5～6Jl 頃11え も多くなり、 ~ll'i:夏には－II寺少な

くなり、秋には再び多くなる。

被 害 ： 京！？芽、有労・や梓葉の部分に多く 'l,\'.~ I ＇.すると主主の fljl長が悪くなり、誕の展開も十分でなく fi'j

死するJJ，）イトがある。

圃 キククギケアブラムシ
(Pleolγichophorus ch rysanlhemi Theobald) 

形 態： 広く分布する将通揮で、体色は黄緑色からうぐいす色で、全体にわず

かにロウ質白色彩｝をおおっている。 ~！t~姐胎生雌~は、体はやや長形で2 .0～2.5

mm、淡jfj_緑～淡緑色。 flJ状管、尾J-'i •は褐色。 ？？｜師には多数の釘状の発述した毛

が生え、特にiifi部のものは明瞭で、ある。古；fj摘はやや発達している。触flJは体長

より長く、 flJ状管は紺l長く円筒形であるc 尼片はf"I状管の約 2分の lで先は丸

く5本のもがある。イT担11治生雌虫の形態はほとんど同じである。

寄生植物： キク・ヨモギmなど。

発生消長：越冬は卵越冬、 一部はJ！！~遡胎生雌出で越冬するものと忠われるが明らかでない。 4 月下旬

頃から J！！~担j胎生雌!:hがみられ、 5 月半ば頃にかなり多く先生する。 夏季には ·II年少なくなるが、秋

季には多く先生する。

被 害： 新菜、茎、花に問ij'.~ソtする。 多く寄生すると新葉の展開、 伸長が遅れて生育がおくれる。

花梗に?.y：~1：すると花が小さく花色も思くなる。
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アブ、ラムシによって媒介される主なウイルス病
（小司L I ~旺副5. 1973: K E~ ：－： E I川 ct al.. 1962から｝

1 .野菜

ウイルス f1 全：な伝染源楢物名 主なアブラムシ名（fllf,;Jiltl町7プ）
ラムシを？？略

WI 与－

イチゴのウイルスの数何i イチゴ
イチゴクギケ，イチゴケナガ，ワタ，

ジャガイモヒゲナガ

インゲン ・貰斑モザイク ・ インゲンマメ ・エ ンドウ．
モモアカ， マメ，ジャガイモヒゲナガ

ウイルス （BYMV) ソラマメ，ダイス’

インゲン ・モザイク ・
インゲンマメ

ワタ．マメ．ダイズ，モモアカ． 附子伝染

ウイルス （ B~I V) チューリ ップヒゲナガ 約 30%

エンドウ ・萎縮モザイク ・ エンドウ．ソラマメ，ナス， モモアカ， ジャガイモヒゲナガ，

ウイルス （BBWV) ホウ レンソ ウ コンドウヒゲナカ，1) ，エンドウヒゲナガ

エンドウ ・向子伝染モサ．イ
エンドウ，ソラマメ．レンゲ

マメ，モモアカ，ムギクピレ，

ク ・ウイ ルス Macrosiphum sp. 

カブ ・モザイ ク ・ウイルス ダイコ ン．カブ，ノ、クサイ ，
モモアカ，ダイコン

(Tu M V) キャハ〈ツ．カリフラワー

カボチャ ・モザイク ・ カボチヤ ・キュウ1)' 
モモアカ，ワタ，エンドウヒゲナガ

ウイルス （WMV) シロウリ，エンドウ

カリフラ ワー ・モサ．イク ・
モモアカ， ダイコン

ウイ ルス （CA~I V ) 
キャJてツ．カリフラワー

キク ・微斑モザイク ・
キク，ピーマン モモアカ

ウイ Jレス

キク ・モザイク ・ウイルス キク
キク クピレ．ジャガイモヒゲナガ，

チューリ ップヒグナガ，モモアカ

シュンギク． レタス． トマ モモアカ， ワタ，ムギクピレ，トウモロコシ，

キュウリ ・モザイ ク ・
ト， ナス．キュウリ． ミツ J、スクピレ．ヤナギフタオ，ダイ コン，

ウイルス （ C~I V) 
ノ＇・エンドウ，ダイコ ン． ムギヒゲナガ． ジャガイモヒゲナガ，

ハクサイ．キャベツ司ホウ チューリップヒゲナガ

レンソウ

ゴボウ ・モザイク ・ウイルス ゴボウ ゴボウヒゲナガ 下水制ti：伝嬬

ジャガイ モ・ ウイルス ・Y
モモアカ． ワタ， ジャガイモヒゲナガ．

ジャガイモ チューリ ップヒゲナガ，キクヒメヒゲナガ．
(P VY) 

ニセダイコン
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ウイルス f, r：な伝染i郎防物r, 主なアブラムシ名 （附，~，~~7プ）
ラムシをl'i時 』m 考

ジャガイモ ・楽巻・
ジャガイモ

モモアカ，ジャガイモヒゲナガ．

ウイルス （PLR¥/) チューリ ップヒゲナガ，シクラメンコプ

セルリー ・モザイク ・
ニンジン，モモアカ，ジャガイモヒゲナガ，

ウイルス （CeMV)
セルリー，ニンジン ワタ，ダイコン，ニセダイコン，

ニンジンフタオ，モモコフキ2) 

ソラマメ ・モザイク ・ ソラマメ ・ホウレン ソウ，
モモアカ

ウイ Jレス ナス，ピーマン

ダイズ ・モサ．イク・
ダイズ

エンドウヒグナガ，ジャガイモヒゲナガ，

ウイルス チューリ ップヒゲナガ，シクラメンコプ

ネギ ・萎縮・ウイルス
ネギ． タマネギ． ネギ，モモアカ，ムギクピレ，

ラッキョウ，スイセ ン イ J~ ラヒゲナプ＇f 3) ，ワタ，ダイコン，マメ

ニンジン ・質化 ・ウ イルス
ニンジン，セルリー ニンジン 永続t'1f云摘

(CR¥/) 

ピーナッツ・斑紋 ・ ラッカセイ，ソラマメ，
モモアカ

ウイ Jレス インゲン，エンドウ

ビート ・モサ．イク ・ ホウレンソウ，フダンソウ． モモアカ，ワ 'J，ダイズ，ダイコン．

ウイルス （BM¥/) アカザ．テンサイ，ナズナ チュー リッフヒゲナガ，ジャガイモヒゲナガ

一一
ユリのウイルス病矧 ユリ ~i ワタ，モモアカ

レタス ・モザイク・ モモアカ，チシャミドリ，ワタ

ウイルス（LM¥/) 
レタス

チューリップヒゲナプf

レンゲ ・萎縮 ・ウイルス
エンドウ，ソラマメ，

マメ 永続t'l:f三婿
レンゲ

I) A cyrthosipho11 ko11floi Shinji et Kondo 

2) Hya/oplerus pru11i (Gcoff1oy) 

3) Macrosiplwm ibarac Shinji 

(IJl'i'. 1976) 
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2.タバコ

ウ イ ルス名

キュウリ ・モザイク・

ウイ ルス （CMV)

ジャガイモY・ウイ ルス ・

干字通系 (PVYt'f通系）

ジャガイモY ・ウイ jレス・

えそ系 （PV Yえそ系）

タバコ ・えそ ・萎縮 ・

ウイルス （TNDV)

アルフアルフア・モザイク

ウイ ルス （AMV)

タバコ ・脈緑 .－＂モザイク ・

ウイルス （TVBMV)

主な伝~i同（f1i'j物名 主なアブラムシ名 （：~·芳おっ 備 考－

ミツノf，ダイコ ン，
モモアカ，ワタ，ダイコン，ニセダイコ ン

ハクサイ．キャベツ，タバコ
ムギクピレ， キピクピレ，ジャガイモヒゲナ

ガ，ゴボウヒゲナガ，キクヒメヒゲナガ

ジャガイモ， トマト，
モモアカ，ワタ

トウガラシ， タJ＼コ

ジャガイモ， トマト， モモアカ，ワタ，マメ，ヨモギクギケ， タバ コ黄斑

ピーマン， タバコ ムギクピレ えそ病

ホウレンソウ． トマ卜，
モモアカ 水続性｛云嫡

ジャブfイモ，ナズナ，タバコ

アルフアルフ7，エンドウ，

ホワイト クロ－ITー，ソラ

マメ， ダイス＼ ジャガイモ， モモアカ，ワタ，エンドウヒゲナガ

キュウリ， トマト，ビーマ

ン，ナス，タJtコ

イヌホウス’キ． チョウセ ン
モモアカ

アサガオ， タバコ

アブラムシとウイルス病の媒介

ウイ ルス病を媒介す るアブラ ムシの大ftll分は~lo永続性伝捕であり 、 口針の

溝にウイルスが付いて迎ばれるもので、非水続性の全部と、ごく一部の主p.永
続的、 ノjく続性伝播とを合んでいる。

非永続性伝播の特徴は、(1）媒介虫が擢病植物を短時間i汲汁したとき に最も

良く伝染する。（2）ウイルスはアブラム シが飢餓状態にある とき に伝染しやす

し、。（3）保市：虫は健全槌物をI吸汁すると速やかに伝染力を失うと している（Smith.

1960）。

CM Vの伝播には椛病植物lこ25秒前後の口針姉入によって放もウイルスJ聾
得家が高 く、口針柿入H寺問がそれ以上長 くなると低下する（中沢、 1965）。

モモアカアブラムシの 1回の探 り挿入ll#l::Jは15～30秒間であり 、これによ り

ウイルスの獲得と接樟が効率よく行なわれることになる。 したがって、アブ

ラム シの移動に ともなう •f-f きずりミのl汲汁によっ てウイルスの控得、伝播

が行なわれること にな る。
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農作物に寄生する主なアフラムシの種類（一覧）

1 .野菜、 花き、タバコなど

イ ナ ソピキ｜マスハキ

ク

ワ

ウ

ト
下 物

ニL

や自 ス

チマ
ウマ

知
コ

、
/ 

．．．． ．． 
マ メ ブ ソ－フ ムア

イ ゴ ネ ア プラ ン． チ ム

グ ズ プ ソ ．．． ・・・“l・・ 一 一

イ フ ムア

ワ プ ソフ ムタ ア

ダ プラ 〉／イ ン ムアコ

ゴボウクギケアブラムシ

イチゴクギケアブラムシ． 
ーー ン 、J ブラ L〆ン ムア

タイワンヒゲナガアブラムシ

チシャミ ドリアブラムシ

ニセダ イコ ンアブラムシ

チューリ ップヒゲナガアブラムシ ．．． 
ソラマメヒゲナガアブラムシ

モ カ ブラ ：／ モ ア ア ム

ネ ギ プ ンフ ムア

ケヤキ ヒグマダラアブラムシ

工ーー
ゴボ ウヒゲナガアブラムシ

ムギヒゲ ナ ガアブラムシ

ムギ ク ピレアブラムシ

トウモロ コ シアブラムシ

キクヒメヒグナガアブラムシ ｜

クギケアブラムシキ ク

※ ・lま本県における重要種

ク

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

ダ ゴニエ

，，
 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

グ

イ

ズ

ム

ギ

獄

ネ

ギ

矧

ジ
ャ
ガ
イ
モ ク

イ サ タ キレ

ン ンイ ン －フ十
ポ

ゲイ
イ タ ．．． 、 ドlマサペコ

カ イ コウ
、
/ ウン

、
/ モス メ、リ ． ． ． ． ． ． ． 

円－－

七
•••L I 

ート
． ． 
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ウクオブカモ
モ・

ス
モ
モ

ナ加’占樹箇

樹2 .果

ウ
ドン

tri 間
メ

プラ

ウ

• L 
－・ ｜

ウキンゴ

士ノムア

キ

ゑ・

一
マ

ウ

一
ハ

f

M

〆

－EE
－
－
、‘，

プ

一
ナ 〉〆ムタワ

． ． 
プラ

ンリンゴワ

クリオ オ ア

ナシミドリオオアブラムシ

ソ

ム

ム

タ

． 
モモコフキアブラムシ ． ． 
ムギクピレアブラムシ． ． ． 
オカボノ ア ブ ラ ムシ ．． ． ． 
ナ シノアブラムシ ．． 

--
リンゴ コ ブアブラムシ． 
ウメコプアブラムシ ． 
モモアカアブラムシ ．．．． ． 
カワリコプアブラムシ ． 
リンゴミドリアブラムシ ．． 
ホ ッ プイ ポアブラムシ ． 
ナシ マ ルアブラムシ ． 

「一一一『． ．｜ ． ． ． ． ． ． ． ユキヤナ ギ ア ブ ラ ムシ

‘ノムフプアタワ

※ ・lま本県における重要種

アブラムシとすす病

ー般にすすが＇・lLt¥iと呼んでいるのは梢物の表而に出色のすす状のカピを生ずる閣鮮の総称であり、すす点病や

すす斑病とは~NIJ'. るものである。 子のう菌に凶するものが大部分であるが、 一部には不完全菌に属するものも
ある。

アブラム シ、カイガラムシなどの排泌物 C-11諒）に腐生的に:;:i:・生する代表的な菌は、子のう菌に属するカプ

ノデア菌であり、果樹以外の多くの観賞樹にも一般的に寄生が認められる。

本病はアブラム シ等の排植物に、初め点々とすす状のカピが生じ、次第に厚さを噌すとともに、不定型の大

j駒内斑を形成し、業全体に広がる。このようになると誕の同化作間が妨げられたり、果実の外観をそこね商品

飾的を低下させる。
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天敵
Millの世界でも、ある柿の虫だけが単独に繁栄するこ

とはゆるされず、·；；~に食うか食われるかの厳しい生作

競争があり、それによって全体的に均衡が似たれてい

る。アブラムシ穎についてもまた例外ではなく 、極め

て多くの天敵が存在する。

外｜五｜での調査例ではあるが、アブラムシ1'J'iをおIiえて食

べる捕食性天敵が150附、体内に寄生して殺す寄生性天

敵が46f市、そしてアブラムシ知に病気をおこす病原糸

状1'.filo－師など、多くの天敵のあることが報的されている。

ここではアブラムシ類の天敵のうち、 代表的な陣頭に

ついて簡潔に紹介する。

1 .捕食性天敵

テン トウムシ類、 クサカゲロウ瓶、およびヒラタアプ

:nnなどが州i食性天敵として般も有力であるが、そのほ

かサシガメ頬、クモ如、ダニ矧など多くの極riiがある。

( 1) テントウムシ類

テントウムシ知は、 II本国内から150陀ほどが知ら

れている。そのij1で、民作物を食害する、いわゆ

る：！？虫に含まれるものはニジウヤホシテントウ、

オオニジウヤホシテン トウなど儲かにすぎず、他

の多くの種類は成虫、幼虫ともに肉食ti：で、アブ

ラムシ類や、カイガラムシ類などを食べて生活し

ている。

最も将通の種はテン トウム シ（ナミテントウ）で、

体長 7～8mm、全体此色、または黄色地に黒紋を

もつものから、その反対に黒色地に黄・亦色紋を

もつものや、その中間的なものまであって、間体

変興が著しい。また、ナナホシテントウも｜司織に

普通にみられる積で、大きさもテントウムシとほ

とんど変らなL、。栂黄色地に 7コの黒紋をもち、テ
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ントウムシとともに主にアブラムシ矧を捕食する。

そのほか小型の柑矧にはヒメアカボシテントウ、

ヒメカメノコテントウなどがある。

(2) クサカゲロウ類

クサカゲロウの仲間は、 1£1内では40間近くが知ら

れており、 j災・幼虫ともにアブラムシ知などの小

昆虫を捕食する。

成虫は一般に！本はやわらかで、 体長10～15mm、｜｝｝｜

強30～40mm、全体に淡緑～緑色で、姐は透明、夕

暮IIキにヒラヒラと飛期する。卵は糸状の柄の先端

についており、俗に 「使公務（うどんげ）」 と呼ば

れる。卵からかえったがJ虫は鋭い人－あごをもって

おり、これでアブラムシ知などを111i食する。

Eな極類としては、ヨツボシクサカゲロウ、 クサ

カゲロウ、ヤマトクサカゲロウなどがある。

(3) ヒラタアブ類

ヌメ麹 目ハナアプ科に属する極頬のうち、 腹部が同

I'-な一群で、日ljにショクガパエ （食州蝿）ともH干

ばれる。このf，，はアブラムシ（附虫）を食べるハエ

（蝿）から由来したものである。

l北虫は一般に胸部は金属光沢のあるは！色か、苛慌

色、腹部はいく分細長く、 ftii平で、見H也に美しい

黄色か、あるいは燈黄色の繍紋や横，11~ をもち、形
状、斑紋ともに変化に話んでおり、花粉媒介昆虫

としてよく知られる。幼虫はウジムシ状で、 1)ff方

へ向っておIIまり、アブラムシ額などを捕食する。

この仲間は碕顕教が大変多いが、県内ではナ ミホ

シヒラタアプのほか、ホシツヤヒラタアプ、ヒメ

ヒラタアブ、フタホシヒラタアブ、ホソヒラタア

プなどが普通にみられる。

アブラムシの寄生娘3種3態



・テントウムシ

.成虫

A幼虫 A虫車

ーーーーーー・ーーーーー・....白色..守ー...一一千・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

j寄生蜂による j 

jアブラムシの j 

－ 

j死体 ； ． 

情。

．ヒラタアブの仲間
A幼虫

、ふ，：ミ
開

企産卵 A幼虫
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2.寄生性天敵

アブラムシ~iの~lj:_fl：ぷ敵として有力なものとしては

待ソ1：.怖のf1j11l¥J(. l：として！問題目コマユパチ科、および

それに近紙なアプラパチ科に属する阿賀iなど）がある

阿れも体長2～ 5mm科Htの小さなハチで、アブラムシ

に，1仰~l·l、かえったが＇）!.llはアブラムシの体内を食べて成

長する。’奇生をうけたアブラムシは腹部がふくれて球

状となり、死後変色してミイラ化する。また、寄生虫撃

が羽化したものは版印の1Yr侃などに円形に近いプくがあ

いており、健全な例体とは容易に議別できる。

近年、出作物~I~虫の総合防除の一環として、メJ敵の幼：

1活・平lj川が改めでは，，’l：されてきている。

設がliilで、直接天敵を利川してアブラムシ駆除に成功

主な引用並びに参考文献 （順不同）

焔聞にllll.1存rliHli・μJi除 ！裏側：？？虫組J袋賢年： (1961)

t兵弘司若 「アブラムシの薬剤底抗性JIii物~Iii長 41 f!987) 

した’J~例としては、占くはリンコ．の；＇i-!il リンゴワタム

シに対して、米jlilより導入。放免；Jしたワタムシヤドリ

コパチの例がよく知られている。また、 li:i近ではテン

トウムシ、ヨツポシクサカゲロウなどを人工飼料でWI
員I~ ・放飼し、 アブラムシ穎駆除に役合：てようとの，試み

も1iなわれているが、まだ 卜分lこ’'JOI!の域に述してい

ない。今後の研究進展が大いに注IIされるところである。

舟生に天敵知は殺虫剤に対して低抗｝Jのゆjいものが多

いので、アブラムシ防除のための殺虫剤散布は、むし

ろこれらの天敵矧に対してより大きな彬特をおよぼす

ものである。したがって、アブラムシの防除にあたっ

ては、天敵賀iの動向をも十分に担保し、殺虫剤の倣イIi

11.~J~ Iや、 i史川薬剤の選択などのrmできめこまやかな配

J.＆.が必嬰である

fili泉三丸7frワデ7プラムシの生活環とパ ft タイプ」縞物~Iii金 39 (1985) 

ttmi下一帯 『シ守ガイモヒゲナガ7プラムンの’'.i:!i!¥Jltt物~fjl長 30 (1976) 

何日1初総務 「アブラムシのモルフとその策決決定機情J!tiH却~Ji佼 ti I (1987) 

/jl本良一－内 Mm汗 rウイ II-ス媒介J.t!hとしてのアブラムシ1Jiの自：r.1::1氾IJ陥物p)jj長 2~ (1970) 

」t.~＼ ~~店主協「係当日：I~！のがi1!:'虫生態と p/jp;F.J 誠文ヲ：研ll'.:l·t (1976) 

宮崎［＇，久汗 「決闘の7プラムシの兄分ぺかえニJ~自物j:Jj佼 37 (198:!) 

F剥It孫自Dil・汗 「li 本原色7プラムシ l';<I鍾；J 全11'.!&lH~fi'協会 （ 198:1) 

.？~f!(;f,1 ！.まr. rアブラムシuiμJi除の現状と；r.1::111!!J陥物防疫 24 ( 1970) 

志賀正剥F符「アブラムシ1Ciの個体群動態JM物pfi俊24(1970) 

1:ri111 邸・ HI付光l";r."f,「モモアカ7プラム シの.9パコ盟事［よ（f.(CI＂－：$か」』；Ht55 ( 1987) 

rn•I ’ 正努 rnゑ：の7ブラムシJn本凶物防俊協会 (1976)

問中正Wr .！＇.＇！ をIJIJ'..lfする7プラムシの傾mと宅態」今ηのni≫J 24~6 r;・ 11980> 

山「lBll ・大竹BtllliUQr来術の街宮虫 診断と防除」全国&lH教rn品会 t1986) 

{; I官、文中（I: ＇＆！，.プラムシのrti) に41H2 した篤径!JI台生fl!h慌形1~1の｝ち．終にI京閃r.名をl~IJc

してないものlj.,fnJれιi日中正I専士bよび（社）日本値物p}j俊協会のこ4f怠により、 Hl1l11E汗 r'f

~：のアブラムシJ !II本M物p}j疫協会佐行｝より転写使用させていたどいた。
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